
宝 ビ ー ル 京 都 工 場

短食二の0坂 根 久 代

 平地の中に一っの高い建物がポツンと建って,先 に2っ の工場 を見て疲れた我 々を迎え

てくれ た。中へ入 ると,近 代的な建物 とそれにマツチした明 るい庭園。 これが ビール工場

なのか と少 しばか り疑いたくなる。かん となく落ち着いた募囲気 で,こ んな工場を建てた

人の人柄がしのばれるように。

 しかし我 々は,ユ=場 の中を見学にきたのであるか ら,さ っそく工場 内を案内していただ

く。工場内は片側が見学通路 とな り,大 きなガラス板でしきられて中が良 く見える。

 説 明に於ては,前2つ の工場 と異 り,マ イクで何度も説明されるので,よ くわかるので

あるが,機 械の方は,整 備中とかで,動 いていない。せっか く説明していただいても,機

械が動 いていな いのでは,我 々の関心は.工 場の中側 より,外 側の庭園にばか り向いてし

まろ・

ビールを小ジヨツキ1杯 いただいて,味 の方だけは皆満喫した様子,1杯 のビ0ル でビW

ルのすべてがわかつた様な気持になったのかしら?

 明るく清潔で設備のゆき届いた工場で ・毎 日たくさん造 りだされる ビール。衛生的な面

に於ては ・溝 点 といえるけれ ども ・すべて機械化された中で ・本当の ビールの美味 しさs

というものができるのか しら,(私 自身 ビールの味なんて知 らないのだけれど ・・・う もっ

と原始的な方法で ビールが製造 される。即 ち,昔 か らの方法で機械化 され ていない方法で

ビールが製造される事を望みたい様な気持がなん とかく私 の内に感 じられる道 それ は工場

にあった庭園が私にその様な事を感 じさせてくれたのかも知れ ない。
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